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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２５年５月９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 同乗者負傷 

発生日時 平成２４年８月１９日（日） １２時４０分ごろ 

発生場所 茨城県大洗町大貫海岸沖 

 大洗町所在の大洗港沖防波堤南灯台から真方位２９２°１,８００

ｍ付近 

 （概位 北緯３６°１７.８′ 東経１４０°３４.１′） 

事故調査の経過  平成２４年８月２０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

水上オートバイ ゴーイングメリー号、０.１トン 

 ２３０－５１９０２東京、個人所有 

 ２.７１ｍ（Lr）×１.０７ｍ×０.４３ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関、７５kＷ、平成２２年９月、最大搭載人員３人 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３３歳 

 特殊小型船舶操縦士 

  免許登録 日 平成２２年７月１日 

  免許証交付日 平成２２年７月１日 

（平成２７年６月３０日まで有効） 

同乗者Ａ1 男性 ２９歳 

 死傷者等 軽傷 １人（同乗者Ａ1） 

 損傷 なし 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、友人である同乗者Ａ1 及び同乗者

Ａ2 を操縦席の後部座席に乗せ、最後部に腰を掛けた同乗者Ａ1 がその

前の同乗者Ａ2 を、同乗者Ａ2 が船長をそれぞれつかみ、大貫海岸沖に

おいて、速力約３０km/h で蛇行しながら遊走していた。 

船長は、波が高くなってきたので出発地に戻ろうと思い、減速して

ハンドルを右に切ったところ、高さ約０.５ｍの波を左舷側から受け

て本船が横揺れし、平成２４年８月１９日１２時４０分ごろ、同乗者

Ａ1が落水し、続いて同乗者Ａ2が落水した。 

船長は、すぐに同乗者２人が落水したことに気付き、機関を停止し

て振り返ったところ、同乗者Ａ1 が血を流しているのが見えたので落

水場所に引き返して救助した。 
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同乗者Ａ1 は、救急車で病院に搬送され、左大腿部打撲及び左目挫

傷と診断された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の初期 

 その他の事項 

 

 船長は、同乗者Ａ1が落水する状況を見ていなかった。 

同乗者Ａ1 は、本船に乗船する前、缶ビール１本及びウーロンハイ

をコップ１杯程度飲んでおり、少し良い気分であった。 

同乗者Ａ1 は、本事故当日、水上オートバイに乗船するのが初めて

であった。 

同乗者Ａ1 は、海水パンツを履き、ライフジャケットを着用してい

た。 

同乗者Ａ1 は、左足などを負傷した状況について、記憶がなかっ

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、大貫海岸沖を遊走中、船長が減速してハンドルを右に切っ

た際、波を左舷側から受けたことから、横揺れし、同乗者Ａ1 が落水

して左足などを負傷したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、大貫海岸沖を遊走中、船長が減速してハンドル

を右に切った際、波を左舷側から受けたため、横揺れし、同乗者Ａ1

が落水したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・水上オートバイを操縦する際は、波の影響を受けやすいので注意

すること。 

 ・水上オートバイには、飲酒者を乗船させないことが望ましい。 

 




